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土
浦
二
中
「
山
紫
水
明
の
地
」
に
新
た
な
時
計
塔

本
年
３
月
、
中
川
ヒ
ュ
ー
ム
管
工
業
株

式
会
社
様
よ
り
ご
寄
贈
を
受
け
、
霞
ヶ
浦

を
見
下
ろ
す
本
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
「
山

紫
水
明
（
山
水
の
景
色
が
清
ら
か
で
美
し

い
）
の
地
」
に
、
本
校
の
新
た
な
象
徴
と

な
る
時
計
塔
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
４
月

25
日
、
時
計
塔
の
完
成
を
祝
い
、「
時
計

塔
お
披
露
目
式
及
び
感
謝
の
集
い
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
式
典
当
日
は
晴
天
に
恵
ま

れ
る
中
、
寄
贈
者
中
川
清
様
、
中
川
喜
久

治
様
を
は
じ
め
、
来
賓
と
し
て
日
頃
よ
り

本
校
を
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
る
地
域
の
皆
様
の
ご

臨
席
を
賜
り
、
時
計
塔
を

ご
披
露
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
本
校
を
長
年
支

え
続
け
て
い
た
だ
い
て
い

る
こ
の
「
地
域
力
」
が
土

浦
第
二
中
学
校
の
誇
り
で

あ
り
最
大
の
強
み
で
す
。

市
の
木
ポ
プ
ラ
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
時
計
塔
の
下
に
は
花
壇
が
設
置
さ

れ
、
生
徒
た
ち
が
毎
日
花
の
手
入
れ
を
し

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
が
主
体
的
に
時
計

塔
を
守
っ
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の
一
員

と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な

る
と
考
え
て
い
ま
す
。「
地
域
力
」
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
を
尊
重
し
た
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
、
尽
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
土
浦
二
中
校
長　

稲
野
邊
義
浩
）

土
浦
二
中
創
立
70
周
年
記
念
誌
か
ら

『
山
紫
水
明
の
地
』

（
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
委
員
長
の

　
　
近
藤
修
さ
ん
の
ご
挨
拶
か
ら
一
部
抜
粋
）

土
浦
二
中
は
昭
和
22
年
5
月
、
真
鍋
中
学
校

と
し
て
真
鍋
小
学
校
内
で
開
校
し
、
昭
和
24
年

４
月
「
山
紫
水
明
の
地
に
偉
人
現
る
」
の
故
事

に
習
い
、
南
に
は
帆
掛
け
船
が
浮
か
ぶ
霞
ケ
浦

を
見
下
ろ
し
、
北
に
は
紫
峰
筑
波
山
を
仰
ぎ

見
る
現
在
地
に
、
第
一
校
舎
の
竣
工
と
共
に

旧
都
和
中
学
校
と
合
併
し
、
昭
和
28
年
に
は
、

真
鍋
中
学
校
は
土
浦
第
二
中
学
校
と
改
称
し

ま
し
た
。

平
成
28
年
（
２
０
１
６
年
）
土
浦
二
中
創
立

70
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
創
建
当
時

の
理
念「
山
紫
水
明
の
地
に
偉
人
現
る
」（
故
事
）

の
自
然
環
境
の
復
元
を
図
る
た
め
、
前
年
の
11

月
か
ら
南
東
部
の
竹
林
伐
採
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　  

（
学
校
長
・
齋
藤
浩
一
さ
ん
（
当
時
）
の

　
　 

ご
挨
拶
か
ら
一
部
抜
粋
）

「
校
庭
南
東
部
の
竹
林
整
備
事
業
」
は
校
庭

よ
り
地
域
の
町
並
み
や
霞
ケ
浦
を
一
望
で
き
る

景
観
を
取
り
戻
す
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
発
案

企
画
さ
れ
た
も
の
で
、「
山
紫
水
明
の
地
に
偉

人
現
る
」
の
漢
詩
に
由
来
し
た
こ
の
地
が
、
学

校
用
地
と
し
て
選
ば
れ
た
そ
の
思
い
を
今
の
子

ど
も
た
ち
に
も
感
じ
て
欲
し
い
と
の
願
い
か
ら

の
発
案
で
し
た
。

式典での演奏生徒たちによる花壇の手入れ
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樹木繁茂
竣工時

土浦二中斜面工事

木
田
余
斜
面
工
事

『
急
斜
面
地
の
崩
壊

　
　
防
止
対
策
工
事
』
の
概
要

土
浦
二
中
（
東
真
鍋
7
工
区
）
及
び
木

田
余
（
東
真
鍋
12
工
区
）
は
斜
面
崩
壊
防

止
対
策
と
し
て
、「
吹
付
法
枠
工
」
に
よ

り
施
工
さ
れ
て
い
ま
す
。
土
浦
二
中
（
東

真
鍋
7
工
区
）
は
２
０
２
０
年
着
工
で
高

さ
約
17
ｍ
、
総
延
長
２
０
８
ｍ
の
工
事

東
真
鍋
町
急
傾
斜
地 

　
　
　
　
崩
壊
対
策
事
業

�

東
真
鍋
町
地
区
長
　
下
田
　
　
衞

山
肌
に
マ
ス
目
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
枠
が

巡
ら
さ
れ
、
所
々
緑
の
雑
草
が
茂
っ
て
い

る
。
国
体
道
路
を
上
る
左
側
か
ら
第
二
中

学
校
Ｓ
字
坂
ま
で
の
区
間
の
急
傾
斜
地
の

景
色
で
あ
る
。

急
傾
斜
の
下
に
は
住
居
が
道
路
に
沿
っ

て
建
ち
並
び
、ひ
と
た
び
台
風
が
来
た
り
、

大
雨
が
降
る
と
山
肌
か
ら
土
砂
や
雨
水
が

住
宅
の
裏
側
か
ら
流
れ
込
み
、
庭
に
あ
ふ

れ
危
険
な
状
態
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
第
二

中
学
校
の
創
立
70
周
年
記
念
事
業
と
し

て
、
景
観
回
復
を
目
的
に
東
南
崖
上
の
竹

藪
の
伐
採
が
連
合
同
窓
会
と
有
志
の
手
に

よ
り
行
わ
れ
、
竹
林
を
一
掃
し
、
創
建
当

時
の
見
事
な
景
観
が
復
活
し
た
。
同
時
に

急
傾
斜
地
の
山
肌
が
露
わ
に
な
り
、
急
峻

な
地
形
の
下
に
あ
る
住
居
を
見
て
、
大
雨

な
ど
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
が
現
実
味

を
帯
び
て
想
起
さ
れ
た
。
以
前
よ
り
整
備

を
要
望
す
る
声
が
届
い
て
い
た
と
こ
ろ
で

木
田
余
　
土
止
め
擁
壁

�

木
田
余
地
区
長
　
羽
成
　
　
勇

全
国
各
地
に
お
い
て
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
お
り
ま
す
が
、
木
田
余
町
内
も
「
土

砂
災
害
警
戒
区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
小
規
模
の
土
砂
崩
れ
や
雨
水

が
上
部
よ
り
流
れ
て
、
い
つ
災
害
が
発
生

し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
し
た
。

現
在
、
工
事
予
定
の
約
半
分
の
施
工
が

完
了
し
、
残
り
も
測
量
が
終
わ
り
工
事
が

始
ま
る
予
定
で
す
。

工
事
は
、
重
機
等
の
使
用
が
困
難
な
面

が
あ
り
、
人
力
で
作
業
を
進
め
ら
れ
た
た

め
大
変
な
工
事
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

工
事
は
、
数
メ
ー
ト
ル
の
杭
を
打
ち
込

み
型
枠
を
固
定
し
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

流
し
込
ん
で
行
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

樹
木
繁
茂
に
よ
り
、
の
り
面
の
清
掃
が

以
前
よ
り
し
づ
ら
く
な
っ
た
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
が
、
住
民
に
と
っ
て
は
土
砂
災
害
の

不
安
か
ら
解
消
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
り
、
全
国
各
地
に
人
命
に
関
わ
る
土
砂

災
害
が
頻
繁
に
起
こ
る
中
、
地
域
に
と
り

早
期
整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。
こ

の
度
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
に
よ
り

整
備
さ
れ
て
安
心
安
全
の
日
常
が
得
ら
れ

た
事
は
感
謝
に
絶
え
ず
、
お
力
を
頂
い
た

方
々
に
お
礼
を
申
し
上
げ
る
。

で
す
。
木
田
余
（
東
真
鍋
12
工
区
）
は

２
０
１
２
年
に
着
工
し
高
さ
約
20
ｍ
、
未

施
工
部
分
も
含
め
て
総
延
長
４
５
３
ｍ
の

工
事
で
す
。

（
茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所
河
川
整
備

課
よ
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
）

竣工時樹木繁茂
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「
第
53
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
出
場

真
鍋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
少
年
団

　
　
　
　
　
　
　
団
長
　
飯
田
　
洋
一

「
第
53
回
全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
3
月
30
、
31
日
に
開
催
さ

れ
、
私
た
ち
真
鍋
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
5
度
目
（
4
年
ぶ

り
）
と
な
る
全
国
大
会
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
度
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
ま
ん

延
防
止
対
策
に
よ
っ
て
大
会
の
中
止
や
体

育
館
の
使
用
制
限
に
よ
り
練
習
で
き
な
い

期
間
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は

工
夫
を
重
ね
て
自
主
練
習
に
励
み
ま
し

た
。
チ
ー
ム
で
は
自
主
練
習
メ
ニ
ュ
ー
に

動
画
課
題
を
取
り
入
れ
、
練
習
成
果
を

コ
ー
チ
た
ち
が
動
画
で
チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
な
ど
保
護
者
の
協
力
も
得

て
、
体
力
・
技
術
と
も
に
維
持
で
き
る
よ

う
努
力
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
努
力
も
全

国
大
会
出
場
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま

す
。全

国
大
会
初
日
、
本
来
の
力
は
発
揮
で

き
ず
２
敗
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

２
日
目
は
初
日
を
上
回
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
発
揮
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
悔
し
さ

は
残
り
ま
し
た
が
子
供
た
ち
に
と
っ
て
良

い
経
験
に
な
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

全
国
大
会
出
場
に
際
し
ま
し
て
、
二
中

地
区
の
皆
様
に
は
沢
山
の
応
援
や
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
選
手
の
声

�

市
川
　
雄
大

僕
の
一
つ
の
目
標
で
あ
っ
た
全
国
大
会

の
舞
台
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

こ
れ
か
ら
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
て
い
く

な
か
で
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。
全
国
の
舞
台
で
も
、
自
分
の
武
器
で

あ
る
ス
ピ
ー
ド
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

の
で
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
も
活
や
く
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。　
　
　
　

�

伊
野
　
叶
汰

僕
は
、
全
国
大
会
に
悔
い
を
残
さ
ず
、

全
力
で
プ
レ
ー
し
全
勝
し
て
帰
っ
て
き
た

い
と
い
う
思
い
で
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

結
果
は
勝
つ
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
ま
で
や
っ
て
き
た
こ
と
を
全
力
で

出
し
切
っ
て
プ
レ
ー
で
き
た
の
で
、
良

か
っ
た
で
す
。
中
学
生
で
は
更
に
上
を
目

指
し
、
日
本
一
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

　

�

石
井
　
隼
人

５
年
生
で
全
国
大
会
に
出
場
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。代
々
木
体
育
館
を
み
て
、

大
き
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の
体

育
館
で
プ
レ
ー
が
で
き
た
こ
と
を
誇
り
に

思
っ
て
い
ま
す
。
点
を
と
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
け
ど
、
チ
ー
ム
の
た
め
に
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
を
頑
張
り
ま
し
た
。
今
は
県
大

会
を
目
指
し
て
一
生
懸
命
練
習
を
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
随
時
体
験
受
付
中
！

　
　

連
絡
先
：
石
井

　
　
（
０
９
０
─
１
１
１
７
─
５
７
６
７
）

3/30
㈬

真鍋 36−41
伴東ミニバスケット
ボールクラブ
（広島県）

真鍋 39−68 うるま市立高江洲小学校（沖縄県）

3/31
㈭ 真鍋 32−32

東水沢常盤ミニ
バスケットボール
（岩手県）

◆大会結果
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二中
地区
二中
地区

　地
区
長
紹
介

新

当
地
区
は
真
鍋
台
の
歴
史
あ
る
八
坂
神

社
を
中
心
に
囲
む
町
内
で
、
商
業
施
設
の

近
く
に
高
校
、
大
学
、
合
同
庁
舎
等
も
あ

り
、
朝
夕
の
通
勤
、
通
学
時
に
は
多
く
の

人
達
の
行
き
交
う
光
景
が
み
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
り
ま
す
が
、
町
会
を
中

心
と
し
て
、鹿
島
神
社
祭
礼（
神
事
の
み
）・

八
坂
神
社
清
掃
・
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
青

年
会
・
育
成
会
・
五
丁
目
サ
ロ
ン
・
婦
人

防
火
ク
ラ
ブ
等
の
各
種
団
体
が
団
結
し
て

様
々
な
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い

る
活
気
あ
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
が
増
え
つ
つ
あ
る
現
状
で
す

が
、
若
い
世
代
の
人
々
と
共
に
手
を
携
え

て
、「
よ
り
安
全
・
よ
り
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
向
け
て
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
４
年
４
月
に
真
鍋
三
丁
目
地
区
長

に
就
任
し
ま
し
た
。
生
ま
れ
育
っ
た
街
の

た
め
に
少
し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
、

大
役
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
真
鍋
三
丁
目
は
、

近
隣
に
学
校
、
ス
―
パ
ー
等
も
揃
い
、
便

利
で
暮
し
易
い
街
で
す
。
近
年
は
若
い
世

代
の
移
住
も
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
２
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

お
祭
り
等
の
町
内
イ
ベ
ン
ト
が
こ
と
ご
と

く
中
止
と
な
り
ま
し
た
。当
面
の
課
題
は
、

感
染
状
況
を
見
極
め
て
、
町
内
の
各
世
代

が
と
も
に
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深
め
る

機
会
を
取
り
戻
し
て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
微
力
で
す
が
、
町
内
会
の
皆
さ
ま
と

汗
と
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
で
き
る
こ
と

か
ら
一
歩
ず
つ
、
穏
や
か
で
活
き
活
き
と

し
た
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

本
年
４
月
か
ら
真
鍋
一
丁
目
の
地
区
長

に
な
り
ま
し
た
宮
内
で
す
。
町
内
の
皆
様

が
安
心
し
て
安
全
に
暮
ら
し
て
い
け
る
町

を
目
指
し
て
微
力
な
が
ら
努
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

当
町
内
は
、
会
社
関
係
、
商
業
施
設
、

飲
食
店
、
住
宅
、
ア
パ
ー
ト
等
が
混
在
す

る
商
業
・
住
宅
地
域
で
あ
り
ま
す
。

地
域
の
暗
が
り
解
消
や
防
犯
の
た
め
、

本
橋
前
地
区
長
は
、
積
極
的
に
街
路
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
取
り
組
ま
れ
明
る
い
道
路
環

境
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
住
み
よ
い
街
を
維
持
し
て
行
く

た
め
町
内
役
員
・
各
班
長
を
始
め
各
種
団

体
（
青
年
会
等
５
団
体
）、
民
生
委
員
や

児
童
委
員
な
ど
町
内
代
表
委
員
の
方
々
の

協
力
を
得
な
が
ら
町
内
会
の
運
営
に
当

た
っ
て
行
き
ま
す
。

令
和
４
年
度
よ
り
真
鍋
六
丁
目
地
区
長

と
な
り
ま
し
た
中
山
周
一
で
す
。

本
年
は
、
鹿
島
神
社
祭
礼
の
当
番
町
と

な
っ
て
い
ま
す
。
過
去
２
年
間
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
蔓
延
に
よ
り
神
事
の
み
実
施
で
し

た
が
、
御
神
輿
だ
け
で
も
出
し
た
い
と
の

機
運
が
他
町
内
か
ら
も
高
ま
り
御
神
輿
の

渡
御
を
実
施
す
る
事
に
い
た
し
ま
し
た
。

実
施
方
法
に
つ
い
て
は
例
年
と
異
な
る

事
ば
か
り
で
す
が
、
六
丁
目
を
始
め
各
町

の
氏
子
の
皆
様
の
協
力
の
下
に
、
安
全
・

安
心
で
実
施
で
き
る
よ
う
務
め
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
行
事
に
つ
い
て
も
、
安
全
・

安
心
を
確
保
し
な
が
ら
実
施
し
、
住
み
や

す
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

真鍋一丁目
宮内　博

　趣味：釣り
　　　　ナンプレ

真鍋三丁目
中西憲雄
趣味：釣り

　　　　自転車

真鍋五丁目
飯田直利
趣味：旅行

　　　　弓道　

真鍋六丁目
中山周一

　趣味：ドライブ
　　　　映画鑑賞

真
鍋
二
丁
目�

菊
田
光
比
古

真
鍋
四
丁
目�

上
野
　
嘉
久

東
真
鍋
町�

下
田
　
　
衞

西
真
鍋
町�

横
田
　
悦
男

真
鍋
新
町�

和
知
　
五
月

殿

里�

岡
田
　
孝
雄

木

田

余�

羽
成
　
　
勇

木
田
余
東
台�

南
川
幸
之
進

木
田
余
西
台�

名
和
　
幸
二

若

松

町�

湯
原
　
慶
二

東

都

和�

古
川
　
昭
雄

（4）



　

公
民
館
講
座
は
、
前
期
・
後
期
に

分
か
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
開
か

れ
て
い
ま
す
。
募
集
要
項
は
、
市
の

広
報
紙
「
つ
ち
う
ら
」
の
４
月
・
９

月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。
市
内
の
各

中
学
校
区
の
公
民
館
毎
に
募
集
案
内

が
出
ま
す
。
二
中
地
区
以
外
の
講
座

に
も
応
募
出
来
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
と
こ
ろ
に
問
い
合
わ
せ
て
み
て

く
だ
さ
い
。

公
民
館
講
座
の
ご
案
内

呼吸法で心も体もスッキリさせる

季節（梅雨、夏季）のストレッチ

カフェに学ぶ〜くつろぎの時間〜

おまわりさんが教えてくれる！特殊詐欺対策

≪中級編≫スマホの便利な使い方

前
期
公
民
館
講
座

令
和
４
年
度

（5）



当
ク
ラ
ブ
は
、
木
田
余
東
台
を
基
盤
と

し
て
い
ま
す
。
木
田
余
東
台
は
区
画
整
理

が
出
来
て
か
ら
約
30
年
と
若
く
、
現
在
会

員
数
は
男
子
19
名
、
女
子
18
名
、
計
37
名

で
す
。
発
足
当
時
よ
り
木
田
余
西
福
寿
会

と
合
同
で
行
事
を
行
っ
て
お
り
、
地
域
は

木
田
余
東
台
、
木
田
余
西
台
、
木
田
余
と

な
っ
て
い
ま
す
。
合
わ
せ
て
、
会
員
は
約

70
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。

な
ど
の
成
果
が
出
て
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
後

は
、
皆
で
一
緒
に
食
事
を
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
お
弁
当
を
持
ち
帰
っ
て
も
ら
う
な

ど
し
て
い
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
は
今
年
か
ら
再
開
し
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
、
皆
と
一
緒
に
食
事
を
し
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
で
き
る
よ
う
に
も
な
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
も
っ
と
多
く
の
方
に
入
会
し

て
も
ら
っ
て
、
楽
し
い
二
桜
会
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
町
内
の
皆
様
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
二に

ざ
く
ら
か
い

桜
会
」
の
名
称
は
、
新
川
堤
の
桜

が
き
れ
い
だ
と
い
う
こ
と
で
、
先
輩
方
が

名
付
け
て
く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
、
お
茶

を
飲
ん
で
、
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
で
き
れ

ば
良
い
と
思
い
発
足
し
ま
し
た
。

３
年
前
、
県
が
勧
め
る
シ
ル
バ
ー
リ
ハ

ビ
リ
体
操
と
出
会
い
、
毎
月
第
３
水
曜

日
に
二
丁
目
公
民
館
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
体
操
は
、
道
具
を
使
わ
ず
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
一
人
で
も
出
来
る

介
護
予
防
の
た
め
の
体
操
で
す
。
指
導
者

に
も
恵
ま
れ
て
、
皆
の
体
の
調
子
が
良
く

な
り
ま
し

た
。
肩
の

痛
み
が
無

く
な
っ
た

り
、
歩
け

な
か
っ
た

人
が
元
気

に
散
歩
す

る
よ
う
に

な
っ
た
り

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介 

③

高
齢
者
ク
ラ
ブ
紹
介 

③

二 中
地 区
●「
土
浦
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
に
加
入
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
を
順
次
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
３
回
目（
最
終
回
）と
な
り
ま
す
。（
原
稿
は
令
和
４
年
６
月
）

●「
土
浦
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
に
加
入
し
て
い
る
ク
ラ
ブ
を
順
次
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
３
回
目（
最
終
回
）と
な
り
ま
す
。（
原
稿
は
令
和
４
年
６
月
）

二 中
地 区
二 中
地 区

真
鍋
二
丁
目
　
二
桜
会

会
長
　
菊
田
　
光
比
古
　

木
田
余
東
福
寿
会会

長
　
櫻
井
　
光
市
　

若
松
町
お
楽
し
み
の
会

会
長
　
岡
田
　
尚
二
　

主
な
行
事

は
毎
月
第
一

土
曜
日
の
鹿

島
神
社
清
掃

を
鹿
島
神
社

氏
子
会
と
共

同
で
行
っ
て

い
ま
す
。
終

了
後
場
所
を

移
動
し
て
公
民
館
清
掃
及
び
懇
親
会
を
行

い
、
お
茶
や
菓
子
を
食
べ
な
が
ら
次
の
活

動
の
計
画
や
雑
談
の
中
で
の
情
報
交
換
、

ま
た
、
会
員
の
健
康
確
認
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

会
員
が
楽
し
み
に
待
っ
て
い
る
９
月
の

敬
老
祝
賀
会
及
び
年
２
回
の
一
泊
旅
行
で

す
が
、
こ
の
４
年
間
コ
ロ
ナ
等
の
影
響
で

開
催
が
出
来
ず
早
く
開
催
出
来
る
様
に

祈
っ
て
お
り
ま
す
。

年
２
回
開
催
し
て
お
り
ま
す
真
鍋
地
区

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
も
参
加
し
、
当
地

区
の
会
員
も
好
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

私
達
の
会
は
、
平
成
29
年
９
月
に
「
若

松
町
内
に
高
齢
者
の
集
え
る
機
会
を
作
ろ

う
か
」
と
数
人
の
発
案
で
立
ち
上
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
会
で
、
設
立
か
ら
５
年
の
、

ま
だ
日
の
浅
い
高
齢
者
ク
ラ
ブ
で
す
。

ほ
ぼ
毎
月
、
何
ら
か
の
集
い
を
催
し
、

軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
や
楽
し
い
歌
声

コ
ー
ラ
ス
、
輪
投
げ
、
更
に
は
、
市
や
地

区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
主
催
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
に
も
参
加
し
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
公
園
の
片
隅
の
小
さ
な
花
壇
の

草
取
り
を
皆
で
行
い
、
赤
や
黄
色
の
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
す
。
秋
に
は
公
園
の
枯
れ

葉
を
清
掃
、
更
に
は
、
福
祉
バ
ス
を
活
用

し
て
日
帰
り
旅
を
企
画
し
た
り
も
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
影
響
も
あ
り
思
い
ど
お
り

の
活
動
は
で
き
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
他
に

違
わ
ず
高
齢
化
の
進
む
中
で
す
が
、「
若

松
町
お
楽
し
み
の
会
」
の
名
の
と
お
り
、

会
員
皆
が
「
元
気
と
融
和
を
大
切
に
」
を

モ
ッ
ト
ー
と
し
て
、
お
互
い
楽
し
み
を
感
じ

て
暮
ら
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
・
地
区
の
皆
様
の
ご

支
援
を
賜
り
な
が
ら
、
楽
し
い
日
々
を
過

ご
せ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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あ
ん
な
に
あ
ん
な
に

	

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

材
料
2
つ
か
ら
作
れ
る
！
魔
法
の

　
　
て
ぬ
き
お
や
つ	

て
ぬ
キ
ッ
チ
ン

タ
キ
ミ
カ
体
操	

瀧
島　
未
香

も
っ
と
！
魔
法
の

　
　
て
ぬ
き
お
や
つ	

て
ぬ
キ
ッ
チ
ン

あ
る
か
し
ら
書
店	

ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ

た
ま
ご
の
は
な
し	

し
お
た
に
ま
み
こ

5
分
後
に
意
外
な
結
末
①
赤
い
悪
夢	

空
に
ピ
ー
ス	

藤
岡　
陽
子

塞
王
の
楯	

今
村　
翔
吾

認
知
症
世
界
の
歩
き
方	

筧　
裕
介

寂
聴
九
十
七
歳
の
遺
言	

瀬
戸
内　
寂
聴

一
分
間
瞬
読
ド
リ
ル	

山
中　
恵
美
子

残
日
記	

小
田　
雅
久
仁

ス
モ
ー
ル
ワ
ー
ル
ズ	

一
穂　
ミ
チ

星
を
掬
う	

町
田　
そ
の
こ

ひ
と	

小
野
寺　
史
宜

泣
き
た
い
夜
の
甘
味
処	

中
山　
有
香
里

赤
と
青
と
エ
ス
キ
ー
ス	

青
山　
美
智
子

透
明
な
螺
旋	

東
野　
圭
吾

残
照
の
頂	

湊　
か
な
え

１
０
０
万
回
死
ん
だ
ね
こ

　
　
　
覚
え
違
い
タ
イ
ト
ル
集

黒
牢
城	

米
澤　
穂
信

探
花	

今
野　
敏

夜
が
明
け
る	

西　
加
奈
子

六
人
の
嘘
つ
き
な
大
学
生	

浅
倉　
秋
成

母
の
待
つ
里	

浅
田　
次
郎

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

ま
ち
づ
く
り
の

実
践
を
た
た
え
る
表
彰

令
和
４
年

令
和
４
年

◦
山
口
美
知
雄
さ
ん

真
鍋
一
丁
目

青
少
年
育
成
・
防
犯
活
動
（
15
年
間
）

真
鍋
小
学
校
に
登
校
す
る
子
供
達
を
、

毎
朝
立
哨
し
、
交
通
安
全
、
あ
い
さ
つ
等

自
ら
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
中
地
区

市
民
委
員
会
青
少
年
育
成
部
員
と
し
て
、

設
立
時
よ
り
今
日
ま
で
活
動
し
て
お
り
、

地
域
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

◦
榊
原
照
子
さ
ん

真
鍋
四
丁
目

環
境
美
化
・
奉
仕
活
動
（
19
年
間
）

真
鍋
四
丁
目
に
あ
る
ゴ
ミ
集
積
所
（
利

用
軒
数
60
軒
）の
週
４
回
の
ご
み
収
集
後
、

自
主
的
に
不
法
ご
み
の
処
理
、
清
掃
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺
道
路
の
草
取

り
も
月
２
回
以
上
実
施
し
て
い
る
。
い
つ

も
集
積
所
が
き
れ
い
に
保
た
れ
て
お
り
、

地
域
住
民
か
ら
感
謝
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
僕
ら
は
働
く
の
か

	

監
修
・
池
上　
彰

ゲ
ッ
タ
ー
ズ
飯
田
の
五
星
三
心
占
い

	
ゲ
ッ
タ
ー
ズ　
飯
田

二中地区公民館　新設備のご案内

←つちうらリモートコンシェルジュ
　市役所の各種申請手続・届出を、
市の担当者とリモートで接続して相
談や確認の上、作成できます。作成
した書類を公民館の職員に渡せば、
市役所に届くシステムです。市役所
に出向くことなく、公民館で手続き
が完了できますので、ぜひご活用く
ださい。

　土浦市からの各種サービスや地域の
情報をご案内しています。公民館にお
立ち寄りの際は、ぜひご覧ください。

デジタルサイネージ→

※ともに、公民館 1階ロビーに設置されています。操作で不明点あれば公民館職員にお声がけください。
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▲「やすらぎ」のバックナンバーは二中地区公民館ホームページから見ることができます。

─
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン「
の
ぞ
み
」─

　
　�

土
浦
市
更
生
保
護
女
性
会

　�

　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
眞
知
子

こ
こ
子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
「
の
ぞ

み
」
は
、
子
育
て
中
の
親
子
が
自
由

に
利
用
で
き
、
子
育
て
に
関
す
る
不

安
や
悩
み
を
相
談
し
た
り
、
親
子
で

楽
し
く
互
い
に
交
流
す
る
場
で
す
。

平
屋
建
て
ワ
ン
フ
ロ
ア
型
の
施
設
は
、

開
放
的
な
大
き
な
窓
で
明
る
く
、
日
だ

ま
り
に
い
る
よ
う
な
ほ
ん
わ
か
し
た

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
に
追
わ
れ
る
マ
マ
た
ち
が
ホ
ッ

と
で
き
る
居
場
所
で
す
。
お
子
さ
ん

の
成
長
に
応
じ
て
様
々
な
形
で
楽
し

ん
で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
平
成
23
年

に
は
二
中
地
区
に
二
つ
目
の
サ
ロ
ン

と
し
て
「
の
ぞ
み
」
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

施
設
の
管
理
は
保
育
課
が
行
い
、

運
営
は
土
浦
市
の
委
託
を
受
け
た
女

性
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
土
浦
市
更
生

保
護
女
性
会
が
担
っ
て
い
ま
す
。
市

の
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
や
健
康

増
進
課
の
栄
養
士
に
よ
る
相
談
な
ど
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
行
政
と
の
連
携
に

よ
り
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。ま

た
「
の
ぞ
み
」
で
は
七
夕
、
ク
リ

ス
マ
ス
、
ひ
な
祭
り
な
ど
の
行
事
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
、
子
育
て
講
座
、
救
命
救
急

講
習
な
ど
行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
以
前
は
、
年
間
延
べ
７
千
人
の
利

用
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
感

染
症
拡
大
予
防
の
為
、
午
前
午
後
の

入
れ
替
え
制
で
人
数
も
制
限
せ
ざ
る

を
得
ず
、
予
約
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

は
や
く
コ
ロ
ナ
の
心
配
が
な
く
な
り
、

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
お
や
つ
や
お
弁

当
が
食
べ
ら
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
か
ら
『
地
域
の
た
か
ら
』
と

認
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
ス
タ
ッ
フ

一
同
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

東
真
鍋
町

子
育
て
親
子
の
居
場
所

コロナワクチン接種後も感染対策を継続しましょう。
〈基本的な感染症対策のポイント〉
■必要に応じて、マスクを正しく着用する
■手洗い・消毒を徹底する
■３密を回避し、社会的距離（２ｍ以上）を確保

〈会食する場面の、感染症対策のポイント〉
■なるべく少人数・短時間で開催し、体調に異常がある場合、参加しない
■大声、回し飲み、コップや箸の共用は避ける
■食事中でも、会話をするときはマスクを正しく着用する
■外食する場合は、「いばらきアマビエちゃん」登録店舗を利用

なるべく
２ｍ以上

（8）


